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説

第
一
章

問
題
の
所
在

論

第
一
節

合
名
会
社
と
そ
の
債
権
者
間
の
訴
訟
の
社
員
に
対
す
る
判
決
の
効
力
を
め
ぐ
る

わ
が
国
の
従
来
の
議
論

(
1
)
 

合
名
会
社
・
債
権
者
聞
の
訴
訟
に
お
け
る
判
決
が
社
員
に
対
し
て
そ
の
効
力
を
及
ぼ
す
か
。
及
ぼ
す
と
し
て
そ
れ
は
既
判
力
そ
の
も
の

で
あ
る
の
か
、
既
判
力
の
拡
張
で
あ
る
の
か
、
反
射
効
で
あ
る
の
か
、
法
律
要
件
的
効
力
で
あ
る
の
か
。
判
決
の
効
力
は
社
員
に
と
っ
て
有

利
に
の
み
及
ぶ
の
か
、
不
利
に
も
及
ぶ
の
か
。
合
名
会
社
が
受
け
る
有
責
判
決
の
執
行
力
は
社
員
に
及
ぶ
の
か
、
な
ど
の
問
題
は
、
わ
が
国

に
お
い
て
は
こ
れ
を
一
つ
の
論
文
で
解
明
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
問
題
は
、
従
来
、
判
決
の
効
力
が
当
事
者
以

外
の
第
三
者
に
及
ぶ
場
合
を
実
体
法
上
の
依
存
(
従
属
)
関
係
と
い
う
道
具
概
念
を
用
い
て
分
析
し
、
こ
の
概
念
に
よ
っ
て
、
判
決
の
効
力

が
第
三
者
に
及
ぶ
場
合
を
類
型
的
に
考
察
す
る
際
に
、
論
者
が
好
ん
で
と
り
あ
げ
る
一
事
例
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
翻

つ
て
な
ぜ
わ
が
国
に
お
い
て
合
名
会
社
事
例
が
こ
の
よ
う
に
依
存
関
係
説
を
主
張
す
る
論
者
に
よ
っ
て
好
個
の
一
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
ら

れ
た
の
か
と
問
う
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
に
重
要
な
二
つ
の
契
機
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
第

-
に
、
も
と
も
と
依
存
関
係
説
は
ド
イ
ツ
で
産
み
出
さ
れ
た
理
論
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
こ
の
説
の
論
者
が
好
ん
で
こ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
た

(

2

)

 

こ
と
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
で
こ
の
事
例
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
際
に
そ
の
根
拠
条
文
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る

H
G
B
一
二
八
条
な
い
し
一
二
九
条

に
相
当
す
る
規
定
を
わ
が
国
は
商
法
八

O
条
な
い
し
八
一
条
に
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
依
存
関
係
説
と
い
っ
て
も
論
者
に
よ
っ
て
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
A
が
B
の
な
し
た
実
体
法

よ
の
処
分
行
為
の
効
果
を
受
け
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
と
き
、

B
の
訴
訟
追
行
の
結
果
得
た
判
決
の
効
力
を
受
け
る
と
の
理
論
で
あ
る
。
従
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っ
て
こ
れ
に
よ
れ
ば
A
が
B
の
実
体
法
上
の
処
分
行
為
に
服
す
る
か
杏
か
が
、

B
の
受
け
た
判
決
の
効
力
を
A
も
ま
た
受
け
る
か
の
問
題
に

答
え
る
た
め
の
重
要
な
鍵
と
な
る
。
そ
こ
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
合
名
会
社
の
受
け
た
判
決
の
効
力
が
社
員
に
及
ぶ
か
の
問
題
を
考
察
す

る
た
め
に
は
、
わ
が
国
の
合
名
会
社
と
社
員
の
実
体
法
上
の
地
位
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
な
い
し
そ
の
解
釈
を
十
分
に
劃
酌
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
わ
が
国
で
は
、
合
名
会
社
が
受
け
た
判
決
の
社
員
に
対
す
る
効
力
を
論
じ
る
際
、
論
者
は
わ
が
国
の
商
法
八
一
条
を

め
ぐ
る
解
釈
論
に
そ
れ
ほ
ど
気
を
と
め
る
こ
と
な
く
、

H
G
B
一
二
九
条
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
解
釈
論
を
と
り
入
れ
て
、
合
名
会
社
の
受
け

た
判
決
の
効
力
は
社
員
に
有
利
に
も
不
利
に
も
及
ぶ
と
解
す
る
説
が
、
依
存
関
係
を
有
す
る
一
事
例
と
し
て
、
有
力
に
主
張
さ
れ
た
。
す
な

合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

わ
ち
商
法
八

O
条
を
根
拠
と
し
て
社
員
の
合
名
会
社
に
対
す
る
全
面
的
な
従
属
性
に
よ
り
、
債
権
者
・
合
名
会
社
聞
の
判
決
は
社
員
に
有
利

〈

3
)

に
も
不
利
に
も
反
射
効
が
及
ぶ
と
す
る
説
、
商
法
八

O
条
、
八
一
条
に
よ
り
会
社
判
決
の
既
判
力
が
社
員
に
有
利
に
も
不
別
に
も
及
ぶ
と
す

〈

4
V

る
説
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
わ
が
国
の
商
法
八
一
条
を
め
ぐ
る
、
実
体
法
上
の
解
釈
論
と
し
て
は
右
に
掲
げ
た
主
張
が
な
さ
れ
る
以
前
に
既
に

H
G
B
一
二
九

条
を
め
ぐ
る
解
釈
論
と
は
別
個
の
主
張
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
伊
沢
博
士
に
よ
れ
ば
、
「
債
権
者
と
会
社
聞
の
合
意
を
以
て
、

社
員
に
不
利
を
及
ぼ
す
契
約
を
為
す
こ
と
を
得
な
い
。
会
社
は
自
己
の
抗
弁
を
放
棄
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
員
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
こ

(
5〉

と
は
出
来
な
い
。
た
と
え
ば
、
会
社
が
時
効
の
利
益
を
放
棄
し
又
は
期
限
の
利
益
を
放
棄
す
る
も
社
員
に
は
効
力
を
及
ぼ
さ
な
い
。
」
と
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
論
は
当
然
依
存
関
係
説
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
否
を
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を

無
視
し
た
か
た
ち
で
右
に
掲
げ
た
学
説
の
主
張
が
行
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
商
法
八
一
条

〈

6
〉

一
項
の
解
釈
論
を
敏
感
に
把
え
て
、
会
社
判
決
は
社
員
の
た
め
に
有
利
に
の
み
反
射
効
を
及
ぼ
す
と
の
説
も
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目

(
7
)
 

に
値
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
説
が
そ
の
後
の
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
の
学
説
に
お
い
て
追
随
を
見
て
い
な
い
こ
と
は
、
商
法
学
者
の
間

(
8〉

に
お
い
て
は
伊
沢
説
が
そ
の
後
次
第
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
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説

〈

9
)

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
依
存
関
係
説
は
わ
が
国
に
お
い
て
い
ま
だ
定
士
一
周
し
た
地
位
を
占
め
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
判
決
の
効
力
拡

(
印
〉

張
を
論
じ
る
際
の
道
具
概
念
と
し
て
は
実
体
法
上
の
依
存
関
係
と
い
う
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
抽
象
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
判
決
の

効
力
拡
張
を
単
に
実
体
法
上
の
処
分
と
訴
訟
追
行
の
結
果
の
平
行
(
対
応
)
関
係

(
3『
胆

-rrsc
だ
け
で
説
明
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ

(
日
)

り
、
そ
の
他
に
な
ん
ら
か
の
手
続
法
的
要
素
が
顧
臆
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
時
は
当

事
者
以
外
の
、
訴
訟
に
関
与
し
な
か
っ
た
者
に
判
決
の
効
力
が
及
ぶ
場
合
に
そ
の
者
の
手
続
権
と
い
う
憲
法
上
の
保
障
(
憲
法
三
一
、
三
二

条
)
を
奪
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
第
三
者
へ
の
判
決
の
効
力
拡
張
を
論
じ
る
場
合
に
は
こ

の
観
点
か
ら
の
吟
味
も
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

をム

"'" 

そ
こ
で
右
の
要
請
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
合
名
会
社
事
例
を
、
従
来
の
会
社
債
務
に
対
す
る
社
員
の
責
任
の
付
従
性
(
従
属
性
、

依
存

性
)
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
社
員
聞
の
強
い
信
頼
関
係
か
ら
、
会
社
代
表
者
に
よ
る
訴
訟
追
行
は
社
員
の
訴
権
利
益
を

も
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
員
も
そ
の
結
果
に
全
面
的
に
服
す
る
こ
と
を
、
社
員
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
者
に
意
思
表
示
し
て
い

る
と
解
し
得
、
任
意
的
訴
訟
担
当
が
当
然
に
行
な
わ
れ
て
い
る
関
係
を
認
め
、
会
社
の
受
け
た
敗
訴
判
決
の
効
力
は
社
員
に
及
ぶ
と
す

(ロ)

る
説
ゃ
あ
る
い
は
、
会
社
と
い
う
組
織
体
が
訴
訟
を
行
な
っ
て
い
る
以
上
、
そ
こ
に
構
成
員
た
る
社
員
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見

て
、
合
名
会
社
と
社
員
と
の
聞
に
は
右
の
よ
う
な
「
紛
争
過
程
上
の
依
存
関
係
」
が
存
在
す
る
と
し
て
会
社
判
決
の
効
力
が
社
員
に
及
ぶ
こ

(
日
〉

と
を
根
拠
づ
け
る
説
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
説
も
、
従
来
の
学
説
が
会
社
の
債
務
と
社
員
の
責
任
の
聞
に
存
す
る
実
体
法
上
の
関
係
に
の
み
着

眼
し
て
議
論
を
行
な
っ
て
い
た
の
に
反
し
、
会
社
あ
る
い
は
(
代
表
)
社
員
と
社
員
と
い
う
人
的
関
係
に
着
服
す
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て

い
る
。
こ
の
観
点
は
会
社
の
敗
訴
判
決
の
効
力
を
社
員
が
受
け
る
と
解
す
る
場
合
、
社
員
の
手
続
権
の
保
障
と
い
う
一
つ
の
い
わ
ば
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
の
提
供
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
会
社
の
債
務
と
社
員
の
責
任
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
、
後
者
の
観
点
の

み
で
判
決
効
論
を
論
じ
る
こ
と
に
は
不
十
分
さ
を
感
じ
る
。

北法31(3-1・1.320)1252 



(
1
〉
本
稿
に
お
い
て
は
、
債
権
者
と
い
う
場
合
、
い
わ
ゆ
る
社
員
債
権
者

(
Q
g
色白
n
E
F
2
・2
E玄
関
開
。
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
な
い
。
社
員
債
権
者
の

地
位
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
、
争
い
あ
る
一
笛
の
問
題
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
争
い
に
関
す
る
筆
者
の
態
度
決
定
は
留
保
せ
ざ
る
を
得
な

い
か
ら
で
あ
る
。

(

2

)

ち
な
み
に
こ
の
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
一
定
の
実
体
関
係
を
持
つ
数
人
の
中
の
一
人
が
受
け
た
判
決
が
訴
訟
に
関
与
し
な
か
っ
た
他
の
者

に
及
ぶ
か
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
の
問
で
大
い
に
争
わ
れ
て
い
る
諸
問
題
」
の
中
に
は
入
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
木

川
統
一
郎
「
判
決
の
第
三
者
に
及
ぼ
す
影
響

i
l主
と
し
て
反
射
効
の
理
論
!
!
」
法
学
新
報
六
四
巻
一
二
号
(
一
九
五
七
年
)
九

O
頁
、
徳
田
和
幸

「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
目

2
8
4
0
3
2
E
S
の
機
能
と
判
決
効
」
実
体
法
と
訴
訟
法
の
交
錯
下
(
山
木
戸
克
己
教
授
還
暦
記
念
、
一
九
七
八
年
、
但

し
一
九
七
四
年
九
月
脱
稿
〉
一
九
八
頁
以
下
参
照
。
合
名
会
社
の
、
法
人
格
を
否
定
す
る
の
が
判
例
、
多
数
説
で
あ
る
ド
イ
ツ
や
、
法
人
格
は
与
え
る
の

で
あ
る
が
合
名
会
社
と
社
員
間
の
連
帯
債
務
関
係
が
通
説
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
と
は
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
合
名
会
社
は
法
人

格
を
有
し
、
か
つ
合
名
会
社
と
社
員
間
の
連
帯
債
務
関
係
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
(
「
注
釈
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
」
第
一
巻
、
早
稲
田
大
学
フ
ラ
ン
ス
商
法

研
究
会
、
一
九
七
六
年
、
七
八
頁
参
照
)
た
め
、
あ
る
い
は
連
帯
債
務
事
例
に
合
名
会
社
事
例
が
組
み
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

3

)

中
田
淳
一
「
判
決
の
効
力
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
一
号
(
一
九
五
七
年
)
三

O
頁
、
「
訴
え
と
判
決
の
法
理
」
所
収
、
一
五
六
頁
。
兼
子
一
「
判
決
の

反
射
的
効
果
」
法
学
協
会
雑
誌
七
四
巻
五
・
六
合
併
号
(
一
九
五
七
年
)
六
五
八
頁
、
な
お
「
実
体
法
と
訴
訟
法
」
(
一
九
五
七
年
〉
一
六
五
頁
も
同

旨
。
但
し
合
名
会
社
の
受
け
る
判
決
が
社
員
に
不
利
に
及
ぶ
場
合
を
反
射
効
と
し
て
説
明
し
、
有
利
に
及
ぶ
場
合
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

(

4

)

鈴
木
正
裕
「
既
判
力
の
拡
張
と
反
射
的
効
果
付
」
神
戸
法
学
雑
誌
九
巻
四
号
(
一
九
六

O
年
)
五
一
一
一
頁
。
但
し
鈴
木
教
授
は
右
稿
執
筆
当
時
、
判

決
効
の
種
類
に
つ
い
て
の
決
定
を
留
保
し
て
い
た
。
し
か
し
後
に
既
判
力
拡
張
説
に
踏
み
切
っ
た
(
「
判
決
の
反
射
的
効
果
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
六
一

号
〈
一
九
七
一
年
)
二
頁
以
下
、
「
判
決
の
反
射
的
効
力
」
演
習
民
事
訴
訟
法
上
(
一
九
七
三
年
)
四
九
四
頁
以
下
参
照
〉
。
吉
村
徳
重
「
既
判
力
拡
張

に
お
け
る
依
存
関
係
@
」
法
政
研
究
二
八
巻
一
号
ハ
一
九
六
二
年
)
七
二
頁
。
但
し
そ
の
根
拠
づ
け
は
、
単
に
実
体
法
上
の
依
存
関
係
の
み
な
ら
ず
、

訴
訟
法
上
も
こ
れ
を
争
う
「
適
格
の
依
存
性
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

(
5
〉
伊
沢
孝
平
「
註
解
新
会
社
法
」
〈
一
九
五

O
年
)
八
四
頁
。
大
隅
健
一
郎
「
全
訂
会
社
法
論
上
」

「
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
会
社
法
」
〈
一
九
五
七
年
〉
九
七
頁
も
同
旨
。

(
6
〉
木
川
、
前
掲

ω完
、
法
学
新
報
六
八
巻
三
号
(
一
九
六
一
年
)
一
八

O
頁。

合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

(
一
九
五
四
年
)
九
七
頁
な
ら
び
に
問
中
誠
二
他
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説

(

7

)

た
と
え
ば
白
川
和
維
「
判
決
の
第
三
者
に
及
ぼ
す
影
響
」
実
務
民
事
訴
訟
講
座
2

(
一
九
六
九
年
)
一

O
五
頁
以
下
(
特
に
一
一
八
頁
)
は
、
会
社

判
決
の
効
力
を
保
証
事
例
と
同
列
に
置
く
木
川
説
に
は
無
理
が
あ
る
と
批
判
す
る
。
但
し
そ
の
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

(

8

)

服
部
栄
一
二
/
菅
原
菊
志
編
「
逐
条
判
例
会
社
法
全
書
1
」
(
一
九
七
三
年
)
一
九
一
一
貝
、
柿
崎
栄
治
担
当
。
「
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
商
法

I
上」

(
一
九
七
八
年
)
一
ム
ハ
五
頁
、
内
海
健
一
担
当
。
回
中
誠
二
他
「
三
金
訂
コ
ン
メ
ン
タ
1
ル
会
社
法
」
ハ
一
九
七
七
年
)
一

O
一
二
一
貝
。
大
隅
健
一
郎
H

今
井
宏
「
新
版
会
社
法
論
上
」
(
一
九
八

O
年
)
一

O
三
頁
。

(

9

)

わ
が
国
以
上
に
依
存
関
係
説
が
定
着
し
て
い
る
か
に
見
え
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
が
後
述
(
第
四
章
)
に
譲
る
。

(
刊
山
〉
ち
な
み
に
鈴
木
佃
「
既
判
カ
の
拡
張
と
反
射
的
効
果
付
」
前
掲
、
五
一
五
頁
、
に
よ
れ
ば
二
般
債
権
者
は
債
務
者
に
対
し
実
体
法
上
従
属
し
て
い
る

か
ら
、
債
務
者
の
受
け
た
判
決
の
効
力
は
一
般
債
権
者
に
も
そ
の
有
利
、
不
利
と
も
に
及
ぶ
と
し
、
具
体
的
に
は
配
当
異
議
訴
訟
の
原
告
は
、
債
務
者

が
被
告
た
る
他
の
債
権
者
に
対
し
て
す
で
に
債
務
不
存
在
の
確
定
判
決
を
得
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
を
自
己
の
た
め
に
援
用
で
き
、
ま
た
被
告
が
す
で

に
既
判
力
あ
る
債
務
名
義
を
得
て
い
る
と
き
は
、
原
告
も
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
、
そ
の
標
準
時
前
債
務
者
に
つ
い
て
生
じ
た
事
実
に
基
づ
い
て
は
異
議
を

主
張
で
き
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
中
野
貞
一
郎
「
配
当
手
続
の
性
格
」
裁
判
法
の
諸
問
題
下
(
一
九
七

O
年
)
兼
子
博
士
還
暦
記
念
、
三

一
九
頁
、
「
強
制
執
行
・
破
産
の
研
究
」
所
収
、
一
八
六
頁
、
に
よ
れ
ば
、
前
訴
当
事
者
た
る
債
務
者
と
配
当
異
議
申
立
債
権
者
と
の
問
に
は
反
射
効

を
認
め
る
基
盤
と
な
る
べ
き
実
体
法
上
の
従
属
・
依
存
関
係
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
宮
脇
幸
彦
「
強
制
執
行
法
(
各
論
ど
一
九
七
八
年
、
四
八
四

頁
も
同
旨
)
。
こ
の
こ
と
は
恐
ら
く
両
教
授
の
観
念
さ
れ
る
依
存
・
従
属
関
係
に
相
違
が
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
依
存
・

従
属
関
係
と
い
う
概
念
が
何
人
に
も
共
通
す
る
概
念
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
ば
を
用
い
る
と
き
、

ま
ず
そ
の
定
義
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
日
)
す
で
に
依
存
関
係
説
の
内
部
か
ら
、
判
決
効
拡
張
の
た
め
に
は
実
体
法
上
の
依
存
関
係
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
当
事
者
適
格
の
依
存

性
」
が
必
要
で
あ
る
と
の
主
張
が
あ
る
(
吉
村
、
前
掲
、
六
七
頁
〉
。

(
刊
以
)
新
堂
幸
司
「
民
事
訴
訟
法
」
(
一
九
七
四
年
)
四
四
一
頁
。

(
お
)
伊
藤
真
「
民
事
訴
訟
の
当
事
者
」
(
一
九
七
八
年
〉
一
一
一
三
一
貝
。

E命
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第
二
節

本
稿
の
意
義
と
叙
述
の
順
序

合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

合
名
会
社
の
受
け
た
判
決
の
効
力
は
社
員
に
及
ぶ
か
の
問
題
は
、
合
名
会
社
の
債
務
と
社
員
の
責
任
の
実
体
法
上
の
地
位
関
係
を
無
視
し

て
こ
れ
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
会
社
の
債
務
と
社
員
の
責
任
の
実
体
法
上
の
関
係
な
い
し
会
社
と
社
員
の
実
体
法
上
の
関

(

U

)

 

係
の
究
明
は
本
問
題
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
先
決
問
題
で
あ
る
。
し
か
る
に
従
来
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
十
分
で
あ
る
と
は
い
え

な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、
現
在
わ
が
国
に
お
い
て
合
名
会
社
と
社
員
の
地
位
を
め
ぐ
る
論
議
は
商
法
営
者
と

訴
訟
法
学
者
と
の
聞
で
必
ず
し
も
か
み
合
っ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
会
社
の
債
務
と
社
員
の
責
任
の
関

係
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
実
体
法
上
の
考
察
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

そ
し
て
会
社
と
社
員
の
聞
の
実
体
法
上
の
関
係
を
理
解
し
た
う
え
で
両
者
の
訴
訟
法
上
の
地
位
関
係
を
検
討
す
る
。
会
社
と
社
員
の
実
体

法
な
ら
び
に
訴
訟
法
上
の
地
位
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
て
は
じ
め
て
会
社
判
決
の
社
員
に
対
す
る
効
力
拡
張
の
肯
否
に
つ
い
て
の
価
値
判
断

が
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
価
値
判
断
ど
お
り
の
解
決
を
可
能
と
す
る
根
拠
は
何
か
を
さ
ら
に
探
る
と
い
う
順
序
で
本
稿
を
進
め
る
。

そ
の
際
、
わ
が
国
商
法
の
合
名
会
社
規
定
、
と
り
わ
け
社
員
の
地
位
を
め
ぐ
る
規
定
の
沿
革
上
の
問
題
、
わ
が
国
の
合
名
会
社
事
例
を
め
ぐ

る
判
決
効
論
の
状
況
な
ど
か
ら
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
で
の
議
論
を
ひ
と
と
お
り
振
り
返
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
芳
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
の

(
臼
)

数
章
で
は
専
ら
ド
イ
ツ
の
議
論
を
紹
介
し
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
わ
が
国
に
お
け
る
解
釈
論
を
芳
え
て
み
る
。

本
稿
は
、
木
問
題
を
論
じ
る
際
に
、
従
来
十
分
検
討
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
に
光
を
あ
て
、
こ
れ
を
や
や
詳
細
に
芳
察
す
る
点
、
さ

ら
に
わ
が
国
で
は
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
解
釈
論
を
提
示
す
る
点
(
第
五
章
)
に
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
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説

(

M

)

訴
訟
に
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
第
三
者
に
判
決
の
効
力
を
及
ぼ
す
べ
き
か
の
問
題
に
関
し
、
次
の
叙
述
は
本
稿
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
「
あ
く

ま
で
も
訴
訟
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、
第
三
者
の
利
益
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
な
く
最
大
限
に
既
判
力
の
拡
張
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
意
味
の
既
判
力
の
限
界
を
定
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
作
業
と
し
て
は
、
第
一
に
そ
の
問
題
と
な
る
第
三
者
に
実
体
法
上
ど
の

よ
う
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
ま
た
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
救
済
手
段
は
何
か

を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
0

・
:
:
:
:
実
体
法
上
の
地
位
に
見
合
っ
た
訴
訟
上
の
地
位
を
定
め
る
こ
と
が
こ
こ
で
の
作
業
の
は
ず
で
あ
る
o
」
(
新
堂
幸

苛
「
訴
訟
当
事
者
か
ら
登
記
を
得
た
者
の
地
位
付
|
|
争
点
効
の
主
観
的
範
囲
に
関
す
る
試
論
(
そ
の
二
)
を
か
ね
て

l
l」
判
例
評
論
一
五
二
号
一

一
四
頁
。

以
上
の
よ
う
に
判
決
の
効
力
を
拡
張
す
る
者
と
拡
張
さ
れ
る
者
の
実
体
法
上
の
関
係
を
分
析
す
る
必
要
性
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
こ
と

に
よ
っ
て
も
示
唆
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
鈴
木
正
裕
教
授
は
教
授
の
理
論
、
す
な
わ
ち
「
訴
訟
当
事
者
間
で
訴
訟
物
た
る
権
利
関
係
を
判
決
の
内
容
ど
お

り
実
体
法
上
も
処
分
し
た
と
仮
定
し
、
そ
の
さ
い
、
当
該
の
第
三
者
が
実
体
法
上
そ
の
処
分
の
効
果
に
服
す
べ
き
地
位
に
あ
る
か
否
か
」
(
前
掲
、
五

一
一
頁
)
を
判
決
の
効
力
拡
張
の
規
準
に
し
た
場
合
、
拡
張
さ
れ
る
者
に
有
利
に
の
み
で
あ
る
が
判
決
効
の
拡
張
が
肯
定
さ
れ
て
い
た
連
帯
債
務
者
相

互
間
に
つ
い
て
、
連
帝
債
務
の
担
保
的
機
能
と
い
う
視
点
か
ら
拡
張
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
(
「
連
帯
債
務
と
判
決
効
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
九
一
号
、

一
九
七
九
年
、
四
頁
以
下
〉
。
こ
の
改
説
は
い
わ
ゆ
る
連
帯
債
務
の
担
保
的
機
能
に
関
す
る
、
教
授
の
実
体
法
解
釈
の
改
説
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
す
な

わ
ち
保
証
、
物
上
保
証
等
の
持
つ
担
保
的
機
能
は
あ
る
特
定
の
債
務
者
(
主
債
務
者
)
が
現
に
あ
る
一
定
の
債
務
を
履
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
場
合

に
、
そ
の
履
行
を
担
保
す
る
、
い
わ
ゆ
る
履
行
の
担
保
(
於
保
不
二
雄
「
債
権
総
論
〔
新
版
〕
」
一
九
七
二
年
、
二
五
五
頁
参
照
)
と
し
て
機
能
す
る
。

従
っ
て
こ
こ
で
は
主
債
務
者
が
現
に
履
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
保
証
の
機
能
す
る
前
提
で
あ
る
と
い
う
関
係
が
存
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
連
帯
債
務
の
担
保
的
機
能
は
、
連
帯
債
務
者
の
一
人
が
一
定
の
事
由
に
よ
っ
て
履
行
の
必
要
か
ら
解
放
さ
れ
た
場
合
に
こ
そ
そ
の
機
能
を
発
揮
す

る
も
の
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
担
保
と
し
て
の
機
能
の
違
い
が
、
教
授
の
場
合
、
直
ち
に
判
決
の
効
力
の
拡
張
の
肯
否
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
わ

け
で
あ
る
(
な
お
若
干
の
私
見
を
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
右
の
一
、
履
行
の
必
要
か
ら
連
帯
債
務
者
を
解
放
す
る
、
事
由
と
し
て
は
実
体
法
上
の

事
由
(
消
滅
の
抗
弁
な
い
し
延
期
の
抗
弁
)
と
手
続
法
上
の
事
由
(
既
判
力
の
抗
弁
な
ど
)
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
鈴
木
教
授
の
場
合
、
両
者
を
含
め
て

「
担
保
的
機
能
」
が
発
揮
す
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
「
担
保
」
的
機
能
と
い
う
か
ら
に
は
、
現
に
あ
る
連
帯
債
務
者
が
無
資
カ
で

あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
債
権
者
が
当
該
連
帯
債
務
者
か
ら
満
足
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
に
、
他
の
者
か
ら
満
足
を
受
け
る
と
い
う
形
で
機
能

す
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
債
権
者
か
ら
請
求
を
受
け
た
連
帯
債
務
者
が
権
利
消
滅
の
抗
弁
(
弁
済
、
代
物
弁
済
な
ど
)
を
提

論
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合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

出
し
、
そ
の
立
証
に
成
功
し
て
勝
訴
し
た
場
合
に
は
果
し
て
担
保
と
し
て
機
能
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
し
か
し
訴
訟
手
続
の
中
で
弁
済

が
あ
っ
た
事
実
が
認
定
さ
れ
、
債
権
者
敗
訴
の
判
決
が
宣
告
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
と
、
実
際
に
弁
済
が
あ
っ
た
こ
と
と
は
一
応
区
別
さ
れ
る
。
従
っ
て

連
帯
債
務
の
担
保
的
機
能
は
、
手
続
法
的
に
評
価
す
れ
ば
、
債
権
者
か
ら
の
請
求
を
受
け
た
他
の
連
帯
債
務
者
に
再
度
弁
済
の
事
実
を
主
張
・
立
認
さ

せ
、
債
権
者
に
こ
れ
を
争
う
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
形
で
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
が
こ
れ
は
公
平
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
残
る
〉
。
な
お

小
山
教
授
は
債
権
を
不
存
在
・
消
滅
さ
せ
る
事
由
が
認
め
ら
れ
て
一
人
の
連
帯
債
務
者
に
対
し
債
権
を
主
張
し
得
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
後
に
、
債
権

者
が
前
訴
判
決
を
援
用
す
る
他
の
連
帯
債
務
者
に
債
権
を
主
張
し
得
る
と
す
る
こ
と
は
、
債
権
の
観
念
に
反
し
理
論
的
で
は
な
く
、
公
平
で
は
な
い
と

い
う
観
点
か
ら
自
説
を
展
開
す
る
。
「
連
帯
債
務
と
判
決
効
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
四

O
四
号
、
一
九
八

O
年
、
九
頁
以
下
。

(
M
M
)

ド
イ
ツ
に
お
け
る

pw円
8
5ロ悶
go--RF胆
去
を
め
ぐ
る
文
献
は
か
な
り
多
く
、
そ
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
現
在
の
私
の
カ
を
越
え
て
い
る
。

従
っ
て
そ
の
数
は
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
息
わ
ぬ
見
落
と
し
、
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
大
方
の
御
批

判
、
御
教
示
に
よ
り
今
後
補
充
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
、
お
放
し
戴
く
ほ
か
は
な
い
。

第
二
章

準
備
作
業
と
し
て
の
実
体
法
的
考
察

!
lド
イ
ツ
法
1

1

第
一
節

合
名
会
社
の
権
利
能
力

自
然
人
に
権
利
能
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
在
で
は
、
問
題
が
な
い
。
自
然
人
以
外
に
ど
の
よ
う
な
者
(
団
体
)
に
権
利
能
力
が

)
応
、
芳
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

認
め
ら
れ
る
か
の
問
題
は
、
当
該
団
体
が
法
人
格
を
有
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
で
あ
る
と
、

こ
で
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
合
名
会
社
に
権
利
能
力
が
認
め
ら
れ
る
か
の
問
題
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
合
名
会
社
に
法
人
格
が
認
め
ら
れ

る
か
の
問
題
に
移
し
変
え
ら
れ
て
学
説
上
鋭
い
対
立
を
見
せ
た
。
す
な
わ
ち
合
名
会
社
は
そ
の
法
的
性
質
に
お
い
て
民
法
上
の
組
合
で
あ
る

の
か
法
人
で
あ
る
の
か
の
対
立
で
あ
る
。
し
か
し
合
名
会
社
の
法
的
性
質
を
組
合
と
同
一
で
あ
る
と
見
て
も
、
す
な
わ
ち
合
名
会
社
に
法
人
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説

格
を
認
め
な
い
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
合
名
会
社
の
権
利
能
力
を
(
全
面
的
に
)
否
定
す
べ
き
か
は
問
題
で
あ
り
、
ま
た
現
に
法
人

格
と
権
利
能
力
を
結
び
つ
け
な
い
説
も
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
合
名
会
社
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
っ
て
は
、
あ
れ
か
こ
れ
か
式
に
法
人
か
組

論

合
か
と
い
う
の
で
は
な
く
そ
の
中
間
形
体
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
然
く
問
題
は
単
純
で
は
な
い
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
合
名
会
社
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
手
掛
り
と
し
て
、
合
名
会
社
の
権
利
能
力
の
肯
否
を
め

ぐ
る
議
論
を
眺
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
叙
述
の
方
法
と
し
て
は
、
こ
こ
で
は
考
え
方
そ
の
も
の
の
比
較
対
照
を
重
要
視
す
る
た

め
、
必
ず
し
も
そ
れ
ぞ
れ
の
説
の
あ
ら
わ
れ
た
年
代
順
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
、

す
な
わ
ち
本
節
は
い
わ
ゆ
る
学
説
史
的
研
究
を
対
象
と
は
し

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
御
了
承
戴
き
た
い
。

ハ
1
)

ま
ず
本
問
題
に
関
す
る
導
入
と
し
て
、
合
名
会
社
法
人
説
、
非
法
人
説
の
対
立
状
況
を
眺
め
て
み
よ
う
。

合
名
会
社
非
法
人
説
、
す
な
わ
ち
合
名
会
社
は
法
人
格
を
持
た
ず
、
そ
の
性
質
は
民
法
上
の
組
合
と
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
の
な
い
、
い

(
2〉

わ
ゆ
る
合
手
的
共
同
体
(
の
m
5
2ロ∞
n
V阻止

N
R
m
m
8
5
8ロ
巴

S
3
で
あ
る
と
解
す
る
説
、
が
通
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
通
常
、
合
名
会
社

自
体
を
社
員
と
は
別
個
独
立
の
法
主
体
と
み
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
従
っ
て
合
名
会
社
の
権
利
能
力
は
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
説
の
法
規
上
の

ハ
3
)

根
拠
は
、
「
合
名
会
社
ニ
付
テ
ハ
、
本
章
ニ
別
段
ノ
規
定
ナ
キ
限
リ
組
合
ニ
関
ス
ル
民
法
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス
」
と
規
定
す
る

H
G
B
一
O
五

ハ
4
〉

条
二
項
で
あ
る
。

(
5〉

こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
合
名
会
社
を
法
人
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
の
説
で
は
合
名
会
社
自
体
に
権
利
能
力
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
説
の
法
規
上
の
根
拠
は
、

H
G
B
一
二
四
条
一
、
二
項
、
す
な
わ
ち
「
①
合
名
会
社
ハ
共
ノ
商
号
一
一
於
テ
権
利
ヲ
得
、
義
務
ヲ
負

ヒ
、
土
地
ニ
付
所
有
権
其
ノ
他
ノ
物
権
ヲ
取
得
シ
、
又
裁
判
所
ニ
訴
へ
又
ハ
訴
へ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
。
②
会
社
財
産
一
一
対
ス
ル
強
制
執
行
ニ

ハ
会
社
ニ
対
ス
ル
執
行
力
ア
ル
債
務
名
義
ヲ
必
要
ト
ス
。
」
な
ら
び
に

H
G
B
一
二
四
条
二
項
と
対
を
な
す
H
G
B
一
二
九
条
四
項
、
す
な

わ
ち
「
会
社
ニ
対
ス
ル
執
行
力
ア
ル
債
務
名
義
一
一
ヨ
リ
テ
社
員
ニ
対
シ
強
制
執
行
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
」
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
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H
G
B
一
O
五
条
二
項
は
な
ん
ら
法
人
説
と
紙
触
す
る
も
の
で
は
な
く
、
会
社
の
内
部
関
係
を
規
律
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
と
説

(
6
)
 

明
さ
れ
る
。
ま
た
逆
に
、
こ
の
説
の
挙
げ
る
右
根
拠
規
定

(
H
G
B
一
二
四
条
一
項
)
は
、
な
ん
ら
非
法
人
説
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な

(
7
V
 

く
、
取
引
行
為
あ
る
い
は
訴
訟
行
為
を
容
易
に
す
る
た
め
の
便
宜
を
は
か
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
、
反
論
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
人
説
・
非
法
人
説
の
対
立
は
、
立
法
者
意
思
を
絶
対
視
し
な
い
限
り
、
法
規
上
の
根
拠
と
い
う
、
い
わ
ば
形
式
的
側
面

だ
け
か
ら
で
は
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
両
説
の
実
質
的
対
立
点
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
本
稿
で
は
わ
が

〈

8
〉

国
で
従
来
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
穴
o
E
Rと
F
O
E
5
8ロ
の
論
争
に
即
し
て
問
題
を
芳
え
て
み
る
。

合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

同ハ
o
E
2が
法
人
説
を
主
張
す
る
実
質
的
根
拠
は
、

ωも
し
合
名
会
社
の
法
人
格
が
否
定
さ
れ
て
、
権
利
義
務
の
主
体
は
社
員
個
人
で
あ
る

と
す
る
と
、
国
際
法
(
〈
α
P
R
B
n
r
φ
上
困
難
な
問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
。

ω比
較
法
上
も
合
名
会
社
に
相
当
す
る
団
体
に
法
人
格
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
。

ω合
名
会
社
を
法
人
と
見
る
ほ
う
が
法
生
活
の
実
体
(
的
取
引
制
度
、
同
土
地
登
記
制
度
、
例
会
社
の
破
産
能

力
、
同
訴
訟
制
度
、
な
ど
に
お
い
て
合
名
会
社
は
(
山
口

PEm--品
目
ロ

F
Eと
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
)
に
見
合
っ
て
い
る
し
目
、
な
ど

で
あ
る
。

戸
各
自
由
ロ
ロ
は
右
の
内
o
E
R
の
挙
げ
る
根
拠
を
逐
一
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち

ωに
対
し
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
な
る
ほ
ど
国
際
法
上

の
問
題
の
解
決
は
統
一
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
法
上
の
問
題
の
解
決
は
、
個
々
の
国
家
の
諸
規
範
の
上
に
存
す
る
と
こ
ろ

の
、
す
べ
て
の
国
家
に
同
等
に
適
用
さ
れ
る
規
律
を
含
む
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
国
家
の
法
制
度
の
性

質
(
こ
こ
で
は
合
名
会
社
が
法
人
で
あ
る
こ
と
l
l
l筆
者
)
を
推
論
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
当
該
国
の
法
規
が
そ
れ
に
衝
突
し
な
い
場

合
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
各
国
の
法
制
度
を
概
観
す
る
と
き
、
合
名
会
社
の
性
質
は
実
に
多
様
に
規
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ

(
H〉

て
国
際
法
な
ら
び
に
比
較
法
的
考
察
か
ら
合
名
会
社
法
人
説
を
ひ
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
穴
o
E
2
の
根
拠
と
す
る

ω刷、

ω川門

(ロ)

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
合
名
会
社
が
そ
の
商
号
で
土
地
登
記
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
法
人
の
格
別
の
徴
表
で
あ
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説

る
と
内
o
E
Rは
言
う
が
、
個
人
商
人
〈
田
口
母
子
宮
町

5
2ロ
)
も
ま
た
彼
の
名
前
と
は
異
な
る
商
号
で
登
記
で
き
る
こ
と
は
多
く
の
者
の
承
認

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
合
名
会
社
に
独
自
の
破
産
能
力
が
あ
る
こ
と
も
、
法
人
で
あ
る
こ
と
の
特
徴
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

論

債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
法
制
度
で
あ
る
、
と
。

と
こ
ろ
で
穴
o
E
2が
合
名
会
社
法
人
説
を
極
力
主
張
し
た
背
景
に
は
あ
る
国
際
法
上
の
問
題
の
解
決
と
い
う
実
際
的
問
題
意
識
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
右
の
問
題
の
解
決
が
法
人
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
法
人
説
・
非
法
人
説
の
実
際
的

相
違
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
円
、
各
自
由
ロ
ロ
に
よ
れ
ば
、
比
較
法
的
に
見
れ
ば
確
か
に
合
名
会
社
な
い
し
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の

を
法
人
と
す
る
法
制
を
と
る
国
は
多
い
が
、
た
と
え
ば
法
人
観
念
を
す
べ
て
の
会
社
に
広
く
お
し
及
ぼ
す
ラ
テ
ン
系
の
法
制
の
下
に
お
い
て

も
、
学
者
は
合
名
会
社
に
法
人
に
関
す
る
理
論
の
適
用
を
ま
じ
め
に
認
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
あ
る
問
題
に
お
い
て
は
実
務
に
ド
イ
ツ
と
同
様

の
動
揺
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
が
法
人
で
あ
る
こ
と
の
帰
結
と
し
て
認
め
て
い
る
命
題
の
多
く
を
、
ド
イ
ツ
の

実
務
は
、
合
名
会
社
を
非
法
人
と
性
格
ぞ
つ
け
た
上
で
な
お
、
不
可
分
の
共
同
的
権
利

(cpm丘町ニ
Z
Z
E
M叩
B
n
r
t
m
E巴
と
い
う
基
礎
の
も

と
に
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
少
な
く
と
も
穴
o
E
2と
F
各
自
由
ロ
ロ
の
論
争
に
即
し
て
み
る
限
り
、
合
名
会
社
の
性
質
を
法
人
と
見
る
か
非

法
人
と
見
る
か
で
実
際
上
の
問
題
解
決
に
お
い
て
鋭
く
異
な
っ
た
結
論
が
導
か
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

穴
O
E
2
と

Hhmrsgロ
の
対
立
は
、
法
人
あ
る
い
は
非
法
人
の
特
徴
を
ど
こ
に
見
出
す
か
と
い
う
、
抽
象
の
レ
ベ
ル
で
の
法
人
観
念
の
相
違

に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
る
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
な
お
法
人
説
で
は
な
く
非
法
人
説
が
優
勢
を
占
め
て
い
る
の
は
、
合
名
会
社
の

債
務
を
め
ぐ
る
責
任
関
係
が
合
名
会
社
の
み
で
完
結
し
な
い
点
〈
H
G
B
一
二
八
条
参
照
)
に
お
い
て
法
人
と
相
容
れ
な
い
と
す
る
芳
え
方

〈

M
V

が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
強
い
か
ら
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
討
。
E
Rと
「
m
Y
E
S
-ロ
の
論
争
の
基
盤
と
し
て
次
の
前
提
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
人
と
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は
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々
人
か
ら
別
個
独
立
の
法
主
体
と
し
て
法
律
関
係
に
関
与
す
る
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
組
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ

を
構
成
す
る
組
合
員
相
互
の
債
務
法
上
の
関
係
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
組
合
自
身
に
は
個
々
の
組
合
員
を
越
え
る
法
主
体
性
は
認
め

ら
れ
な
い
。
両
者
は
対
極
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
合
名
会
社
は
い
ず
れ
か
に
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
に
組
み

込
ま
れ
る
や
、
権
利
能
力
を
は
じ
め
具
体
的
問
題
が
、
組
み
込
ん
だ
存
在
の
法
的
性
質
か
ら
演
鰐
的
に
解
決
さ
れ
る
、
と
。

こ
の
よ
う
な
前
提
に
対
し
て
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
問
題
点
が
芳
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
合
名
会
社
の
法
的
性
質
を
ひ
と
た
び
組
合

と
同
一
の
も
の
と
見
る
や
直
ち
に
合
名
会
社
の
権
利
能
力
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
第
二
は
、
具
体
的
問
題
に

合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

お
け
る
解
決
は
法
的
性
質
か
ら
の
演
揮
で
導
か
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
問
題
か
ら
見
て
み
る
。

(
日
)

』白叩

maは
、
叩
ハ
o
E
R
の
法
人
説
を
法
規

(
H
G
B
一
O
五
条
二
項
)
な
ら
び
に
立
法
者
の
意
思
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と

し
て
否
定
す
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
、
合
名
会
社
に
個
々
の
社
員
と
は
別
個
の
回
忌
岳
と
し
て
の
存
在
を
認
め
な

(
日
)

「
真
理
は
そ
の
中
間
に
あ
る
o」

い
立
場
を
も
否
定
す
る
。

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

合
名
会
社
を
沿
革
的
に
見
れ
ば
、
た
と
え
ば
父
親
か
ら

相
続
し
て
得
た
営
業

(
Z
S門
豆
諸
g
n
F位
向
。
を
兄
弟
が
共
同
し
て
継
続
す
る
事
例
、
あ
る
い
は
あ
る
商
人
が
彼
の
息
子
を
共
同
経
営
者

(寸

a
z
m
F
B由
。
と
し
て
採
用
す
る
と
い
う
事
例
な
ど
が
そ
の
原
初
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
ば
か
り
か
今
日
に
お
い
て
も
そ
の
典
型
的
な
適
用

事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
共
同
体
員
(
の
m
5
2ロ印

n
E
E
m
g
o印
回
開
口
〉
自
身
が
、
会
社
財
産
を
構
成
す
る
権
利
義
務
の

担
い
手
(
↓
忌
哲
る
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
人
的
結
合
体
と
し
て
の
共
同
体
と
い
う
観
念
を
基
礎
と
し
て
理
論
構
成
が

行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

y
m
m
2
は
、
会
社
の
商
号
の
下
で
遂
行
さ
れ
る
行
為
の
主
体
は
会
社
自
体
で
は
な

く
、
さ
り
と
て
個
々
の
社
員
で
も
な
く
、
そ
の
折
り
々
々
の
社
員
の
共
同
体

2
5
の
m
g
m即
日
与
え
骨
骨
円
』
叩

45Eぬ
B
冨
宕
刷
】
芯
骨
る
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
会
社
自
体
は
法
人
格
を
持
た
な
い
が
、
会
社
の
下
に
結
合
す
る
、
個
々
の
社
員
か
ら
区
別
さ
れ
る
、
社
員
の
共
同

ハ
幻
)

体
が
権
利
能
力
を
持
つ
と
主
張
す
る
。
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説

』
由
開
ぬ
巾
『
の
主
張
は
、
法
人
で
あ
る
か
組
合
で
あ
る
か
、
し
か
も
法
人
に
非
ん
ば
組
合
、
あ
る
い
は
法
人
に
非
ん
ば
個
人
と
い
う
二
者
択
一

思
考
を
否
定
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
法
人
と
組
合
の
聞
に
権
利
能
力
を
有
す
る
存
在
(
折
り
々
々
の
社
員
の
共
同
体
)
を

(
同
)

認
め
る

o
T
m
m
2は
あ
き
ら
か
に
穴
。
E
Rと
戸
島

5
8ロ
の
論
争
を
意
識
し
、
そ
の
対
立
解
消
を
は
か
る
解
釈
を
試
み
た
。
し
か
し
な
に
ゆ
え

治

法
人
で
は
な
い
社
員
の
共
同
体
に
権
利
能
力
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
は
』
出
品
開
門
の
も
と
で
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
右
の
守
品
2
の
主
張
は
必
ず
し
も
宮
内
ぬ
2
独
自
の
見
解
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
右
の
問
題
の
解
答
を
他

に
尋
ね
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

前
述
の
よ
う
に
合
名
会
社
の
法
的
性
質
を
法
人
で
は
な
く
の
2
由
自
任
問
ロ
仏
と
性
格
づ
け
る
の
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
内
容
、
性
質
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
り
意
見
を
異
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
右
の
問
題

Q
B
m
2
の
残
し
た

問
題
)
は
の

m
g
S
F
S一
仏
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
よ
り
、
そ
の
解
答
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。

(
日
)

ま
ず
の

m
g
s
p
g仏
を
財
産
を
基
準
に
し
て
規
律
さ
れ
る
存
在
と
芳
え
る
者
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
B
G
B
七
一
八
条
一
項
、

七
一
九
条
一

項
は
そ
れ
ぞ
れ
「
組
合
員
ノ
出
資
及
業
務
執
行
ニ
依
リ
組
合
ノ
為
ニ
取
得
シ
タ
ル
目
的
ハ
組
合
員
ノ
共
同
財
産
(
組
合
財
産
)

「
各
組
合
員
ハ
、
組
合
財
産
及
之
-
一
属
ス
ル
各
個
ノ
目
的
ニ
対
ス
ル
自
己
ノ
持
分
ヲ
処
分
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
規
定
〈
特
に
後
者
)
に
よ
り
、
組
合
財
産
は
組
合
員
の
個
人
財
産
(
早
芝
三
4
2
5
α
m
g
)
か
ら
分
離
し
た
別
財
産

3
0ロ
骨
司
4
2
5
α
m
g
)

と
し
て
独
立
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
別
財
産
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の
個
人
財
産
と
異
な
り
、
全
組
合
員
が
共
同
し
て
の
み
処
分

ト
為
ル
。
」

あ
る
い
は
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
は

H
G
B
一
O
五
条
二
項
を
通
じ
て
合
名
会
社
に
も
通
用
す
る
。
し
か
も
合
名
会
社
の

も
と
で
は
、
会
社
財
産
の
別
財
産
へ
の
独
立
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
三
つ
の
契
機
が
存
在
し
て
い
る
。
第
一
に
、
社
員
は
会
社
の
商
号
の

下
で
会
社
の
た
め
に
権
利
を
取
得
し
義
務
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
二
に
、
会
社
が
そ
の
商
号
の
下
で
訴
訟
当
事
者
と
し
て
あ
ら
わ

円
相
出
〉

れ
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
会
社
債
務
の
た
め
に
会
社
財
産
が
優
先
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
財
産
を
基
準
に
し
て
の
白

E
B岳
自
色
を
芳
え
る
立
場
で
は
、
別
財
産
は
個
人
財
産
と
は
別
個
の
責
任
対
象
と
な
る
こ
と
は
理

解
さ
れ
る
が
、
主
体
の
面
に
お
い
て
は
社
員
個
人
と
は
異
な
る
、
社
員
全
体
(
の

g
巾
-rnymwpm『
m
g国
H
E
r
s
)
の
法
主
体
性
は
後
景
に
退
く

〈

幻

〉

〈

n〉

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
議
論
か
ら
は
合
名
会
社

(
H
社
員
全
体
)
の
権
利
能
力
は
否
定
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
と
は
逆
に
、
。
四
国
同
S
神
宮
自
円
四
に
つ
い
て
、
結
合
し
た
社
員
の
法
主
体
性
を
基
準
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。

合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

こ
の
考
え
方
は
、
財
産
を
基
準
と
す
る
説
が
の

g
自
己
出
口
仏
を
財
産
法
に
位
置
づ
け
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
れ
を
人
に
関
す
る
法
律
(
司
2
.

8
ロ
自
門

mnE)
に
位
置
づ
け
て
い
る

oo-町
長
刊
に
よ
れ
ば
の

g
白
s
p
g仏
に
よ
っ
て
常
に
人
法
上
の
結
合
(
司
巾

g
oロ
2
5
n
V仲間
nrm
〈
Rh

〈

nv

z
邑
S
F
S
)が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
構
成
員
は
一
つ
の
単
一
体
(
司
R
8
5
5
5
r
Z〉
を
形
造
る
。

こ
の
よ
、
フ
に

。
2
同
日
吾
釦
阿
見
に
よ

っ
て
結
合
さ
れ
た
単
一
体
は
、
構
成
員
個
人
の
た
め
に
で
は
な
く
、
そ
の
結
合
し
た
状
態
で
、
す
な
わ
ち
集
合
的
に

(wo--mEZ)
権
利
を

(

川

訓

)

(

町

四

)

(

M

m

〉

取
得
し
、
義
務
を
負
う
。
い
わ
ば
阿

o-FEZ-包
ロ
何
回
開
広
で
あ
る
。
こ
の
集
合
的
単
一
体
自
身
が
権
利
能
力
な
い
し
行
為
能
力
を
持
つ
。
も

っ
と
も

2
2
Z
の
場
合
、
。
巾

Z
B吾
但
ロ
門
日
が
有
す
る
権
利
能
力
は

-
S
F
E
Z
-河
2
r
z
E
E
m
z
-円
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
共
同
体
の
構

〈

幻

)

造
と
目
的
に
応
じ
て
様
々
に
測
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
の

2
白
s
p
g一
仏
を
単
一
体
(
開

SFac
と
見
る
と
き
、
法
人
と
の
区

別
が
問
題
と
な
る
。

色
町
長
刊
に
よ
れ
ば
、
法
が
(
法
概
念
で
あ
る
)
人
格
を
認
め
て
い
る
の
は
個
人
と
法
人
で
あ
る
が
、
人
が
単
に
自
己

の
た
め
で
は
な
く
、
共
同
し
て
(
宮

S
m
5
8
5
)
権
利
を
得
、
義
務
を
負
う
場
合
、
こ
の
、
人
の
複
数
(
同
u
m
a
g
g
g与
吾
巴
)
に
法
主
体

と
し
て
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
人
の
複
数
が
単
一
の
人
格
を
持
つ
こ
と
な
し
に
権
利
能
力
を
有
す
る
。
す

な
わ
ち
、
結
合
し
た
複
数
の
人
(
〈
叩
号

E
含
宮
司

2
8
5ロ
B
各
吾
巴
)
と
し
て
の
の
何
回
同
旨
吾
吉
島
は
団
体
人
(
〈

R
E
E曲目
V
2
8ろ
と

し

(mv 

て
の
法
人
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

の
ぼ
長
。
の
考
え
方
に
対
し
て
は
、
関
山
口

ya仲
を
、

こ
の
よ
う
な

の
批ぃ

キ'1b 
z(2 
モg委
す品
7玄
ι 開

云忌
ぷ為 金
口 h

手
と者、

宍よ
まり
由 主主

g lZ 

6f d) 
E理
2 念
)函

も一
法 F
人号
の 5・
構(
成法

人
〉
に
分
離
す
る
二
元
論
は
論
理
に
反
す
る
と
す
る
切

S
E伊
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説

員
も
と
も
に
田
口
rmx
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
田
口
宮
広
で
あ
る
場
合
に
は
、
決
し
て
同
時
に
〈
芯

F
S
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。
人
が
合
手
者
を
一
定
の
関
係
に
お
い
て
明
日

rg
と
す
る
な
ら
ば
、
合
手
者
は
同
一
の
関
係
に
お
い
て
は

目
白
『
即
位
以
外
の
な
に
も

論

の
で
も
な
い
。

。
g
白
百
件
宮
昆
と
法
人
と
は
同
一
の
段
階
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
、
そ
の
聞
に
質
的
な
区
別
は

回
ロ
ロ
げ
色
白
に
よ
れ
ば
、

ハ
初
〉

認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

Q
q
r
流
の
概
念
の
使
い
分
け
は
後
に
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

同
よ
ゲ
ユ
ロ
呂
田
は
集
合
的
単
一
体
守
oロ
m
E
Z印
刷

E
Z
5
と
個
体
的
単
一
体

C
E
F
4
E
g
-
-
m
回
忌
主
)
と
い
う
分
析
概
念
の
使
い
分
け
、

な
ら
び
に
部
分
的
権
利
能
力
を
有
す
る
集
合
的
単
一
体
(
豆
町
m
n
r
z
E
Eぬ
m
w
k
o
F
E
Z
m
a駒田口
}MS〉
と
い
う
新
た
な
視
点
の
下
に
の
2
8
H寸

を
把
握
す
る
。
す
な
わ
ち
、

四
回
開
口
門
同

同リ白
σ円山口戸口出

は
、
合
名
会
社
規
定
を
見
る
と
き
、

そ
こ
に
は
個
体
的
単
一
体
原
理
と
集
合
的
単
一
体

原
理
が
存
在
す
る
と
す
る
。
前
者
は
合
名
会
社
が
法
取
引
に
お
い
て
単
一
体
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た

H
G
B
一
二
四
条
一

項
に
見
ら
れ
る
原
理
で
あ
り
、
こ
れ
は

B
G
B
七
一
八
、
七
一
九
条
、

H
G
B
一
O
五
条
二
項
に
よ
る
会
社
財
産
の
拘
束
性
と
結
び
つ
く
こ

と
に
よ
り
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
合
名
会
社
の
も
と
で
は
資
本
の
確
保
に
つ
い
て
も
維
持
に
つ
い
て
も
規
定
は
な
く
、
会
社
財

産
は
社
員
の
任
意
の
共
同
的
処
分
権
に
服
す
る
。
そ
こ
で
合
名
会
社
の
不
十
分
な
責
任
能
力
の
補
完
の
た
め
、
社
員
が
会
社
債
務
の
た
め
に

連
帯
責
任
を
負
っ
て
会
社
の
信
用
能
力
を
増
大
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
員
の
責
任
は
同
o
E
2
の
芳
え
て
い
る
よ
う
な
保
証

責
任

(
。
田
岡
田
区
一
与
え
苫
ロ
ぬ
)

で
は
な
く
、
合
名
会
社
の
構
造
上
必
然
的
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
責
任
で
あ
る
。
従
っ
て
社
員
の
責
任
を
規
定

し
た

H
G
B
一
二
八
条
は
集
合
的
単
一
体
原
理
を
あ
わ
す
規
定
と
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
規
定
は

H
G
B
一
二
四
条
に
見
ら
れ

る
個
体
的
単
一
体
の
組
織
原
理
と
相
抵
触
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
合
名
会
社
は
完
全
な
権
利
能
力
を
有
す
る
主
体
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、

(
叩
叫
〉

単
に
部
分
的
な
権
利
能
力
を
有
す
る
主
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

0
2
2
H
F伊
豆
を
法
人
で
は
な
い
が
、
単
一
性
を
持
つ
存
在
と
す
る
点
で
、
ド
イ

(

犯

〉

ツ
に
お
け
る
一
つ
の
系
譜
を
形
造
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
右
の
い
わ
ば
単
一
性
概
念
二
元
論
に
対
し
て
は
批
判
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
右

以
上
の

。
山
内
岳
町
か
ら
司
与
ユ
ロ
吉
田
に
至
る
説
は
、
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の
系
譜
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
異
説
な
い
し
少
数
説
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
司
与
江
口
百
聞
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
、
相
対
的
権
利
能
力
と

い
う
観
念
自
体
は
一
つ
の
新
た
な
道
を
切
り
開
い
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
得
ょ
う
。
も
っ
と
も
右
の
観
念
は
少
数
説
か
ら
の
み
演
緯
さ

れ
る
結
論
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

〈

M
V

Z
5
n
w
は
合
名
会
社
の
法
的
性
質
を
法
人
で
は
な
く
民
法
上
の
組
合
と
同
様
。
g
p
S吾
自
色
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
に
お
い
て
な
ん
ら

他
の
説
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

態
と
す
る
点
で
あ
る
。

Z
E
n
w
に
特
徴
的
な
の
は
通
説
と
同
様
、
法
人
と
組
合
を
対
置
し
た
上
で
合
名
会
社
を
そ
の
中
間
形

合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

国
ロ
向
島
に
よ
れ
ば
、
合
名
会
社
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
強
張
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
会
社
財
産
に
含
ま
れ
る
権
利
義
務
の

管
轄

(
N
E
E島
県
巴
|
|
権
利
義
務
が
誰
に
帰
属
す
る
か
の
問
題
)
に
関
し
て
議
論
が
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し

て
法
人
説
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
会
社
の
権
利
が
完
結
し
た
単
一
体

(
2
5
m
g
n
E
o
g
g四
回
ロ

Z
S
と
し
て
の
合
名
会
社
に
帰
属
し
、

個
人
と
し
て
の
社
員
は
法
的
に
は
な
ん
ら
そ
れ
に
関
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
非
法
人
説
は
諸
権
利
は
社
員
に
帰
属

す
る
と
す
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
互
い
に
全
く
独
立
し
た
社
員
が
権
刺
の
保
持
者

(
E
E
σ
2
骨
同
列

2
宮
町
)
と
な
る
の
で
は
な
く
、
社
員

が
共
同
し
て
彼
ら
に
帰
属
す
る
権
利
を
行
使
し
、
そ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
形
で
社
員
の
内
部
的
結
合
が
存
在
す
る
可
能
性

が
残
る
。
こ
の
内
部
的
結
合
が
強
ま
る
と
は
法
人
に
近
似
す
る
。
以
上
の
こ
と
が
合
名
会
社
に
当
て
依
る
。
す
な
わ
ち
合

。2白
HEF曲
目
円
山

名
会
社
に
お
い
て
は
右
の
完
結
性
が
そ
の
外
部
関
係
に
強
く
あ
ら
わ
れ
、
外
部
に
対
し
て
、
合
名
会
社
は
単
一
体
と
し
て
、
そ
の
商
号
の
も

と
に
権
利
を
取
得
し
、
義
務
を
負
い
、
訴
え
ま
た
は
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
H
G
B
一
二
四
条
一
項
〉
。
こ
こ
か
ら
合
名
会
社
を
相

対
的
法
人
(
四
百
四

5
g
t
s
吉
江
田
氏
2
Z
H
U
2
8ロ
)
と
い
う
こ
と
ば
で
説
明
す
る
余
地
も
出
て
く
る
。
合
名
会
社
は
独
立
し
た
個
人
が
た
だ

共
同
し
て
権
利
を
有
す
る
形
態
か
ら
、
完
全
に
完
結
し
た
単
一
体
(
法
人
)
と
し
て
の
団
体
に
権
利
が
帰
属
す
る
姿
へ
の
移
行
形
態

ハお
V

(Cσ
白『何回ロー民的問。

EM)
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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説

法
人
と
組
合
を
対
置
(
対
極
視
)
す
る
と
い
う
芳
え
方
は
、
法
人
で
な
け
れ
ば
個
人
、
す
な
わ
ち
団
体
の
法
人
格
が
否
定
さ
れ
る
と
き
、

同
時
に
当
該
団
体
の
単
一
性
(
開
5
v岳
)
も
否
定
さ
れ
る
と
い
う
思
考
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
実
際
、

B
G
B
に
お
け
る
組
合
の
位
置

論

づ
け
は
債
務
法
と
し
て
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
組
合
員
相
互
の
債
務
法
的
な
関
係
が
存
在
す
る
の
み
と
芳
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
何
回
即
日
同
l

E
E
に
巴
ロ
r
a
?を
肯
定
す
る
場
合
、

B
G
B
に
お
け
る
組
合
の
体
系
的
位
置
づ
け
か
ら
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

。~市町}内巾

は
既
に
の
gmWHEYB島
を
人
に
関
す
る
法
(
思
『
印
O
ロ
g
B
n
r
φ

の
中
に
位
置
づ
け
る
主
張
を
行
な
っ
て
い
た
。
近
時
こ
の

(
初
)

E
C
S巾
の
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
。
Fm
『r巾
の
主

張
を
受
け
継
い
で
の
2
同

H
E
r
s島
の
独
自
の
性
質
論
を
展
開
す
る
説
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ヨ
ロ
ヨ
刊
に
よ
れ
ば
、
合
手
者
(
の
gmw百
円
冨
ロ
借
る
が
一
定
の
目
的
の
下
に
結
合
し
、

一
つ
の

C
2
3刊
を
形
成
す
る
と
き
、
そ
の

。
EH】
胃
自
体
が
構
成
員
個
人
か
ら
独
立
し
て
法
取
引
に
関
与
す
る
。

。刊印胆
H
E
r
s仏
と
は
こ
の
よ
う
な
人
々
の
結
合
す
な
わ
ち
の

E
沼
M

巾

と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
個
々
の
合
子
者
は
こ
の
の
吉
右
刊
の
構
成
員
た
る
に
す
ぎ
ず
、

に
個
々
の
合
手
者
が
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
の

g
自
己
回
目
白
仏
は
そ
こ
に
結
合
し
た
人
々
の
の

2
3巾
と
し
て
理
解
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
個
々
の
構
成
員
が
機
能
的
構
成
部
分
と
し
て
形
造
る
組
織
体

(
O晶
白
ロ
な
と
芯
る
と
し
て
の
、
し
か
も
そ
れ
自
体

(幻〉

い
わ
ゆ
る
集
合
的
単
一
体
な
の
で
あ
る
。

。
町
田
由
同
国
各
自
仏

の
法
律
関
係

が
人
と
し
て
存
在
す
る
法
人
と
は
異
な
る
、

権
利
能
力
に
関
し
て

2
z
g
m
の
説
く
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
法
律
関
係
が
効
力
帰
属
者
(
垣
正
自
ロ
ぬ
田
町
一
口
Z
F
H
)

と
し
て

の
の
m
g
B岳
自
仏
の
み
に
終
始
し
、
そ
の
個
々
の
構
成
員
に
達
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
権
利
能
力
と
い
う
こ
と
ば
を
、
し
か

も
出
品
肖

E
5
の
い
う
部
分
的
権
利
能
力

(
H，
g
r
R
F
g
p
z
m
E
5
と
い
う
こ
と
ば
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
権
利
能
力
と
い
う

概
念
は
本
来
、
人
に
関
す
る
概
念
で
あ
り
、
包
括
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
人
を
基
準
と
す
る
概
念
で
あ
る
か
ら
、
法

人
に
つ
き
同
一
の
概
念
を
用
い
る
場
合
、
人
間
に
固
有
の
能
力
は
持
た
な
い
と
い
う
限
定
付
で
あ
る
。
し
か
る
に

。
巾
白
血

B
任
問
国
内
同

は
人
で

は
な
く
、

一
定
の
目
的
の
た
め
に
法
律
関
係
の
担
い
手
た
る
べ
く
法
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
、
人
の
。

E
明
者
向
で
あ
る
。
部
分
的
権
利
能
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カ
と
い
う
概
念
は
類
語
反
復
的
な
性
格
の
み
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
の
白

g
g各
自
色

の
法
形
態
に
よ
っ
て
変
化
す
る
内
容
を

と
も
な
う
こ
と
を
一
語
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
当
該
の
の
g
回
目
吾
白
ロ
仏
に
法
律
関
係
が
帰
属
す
る
こ
と
を
法
規
が
規
定
し

〔お
V

て
い
る
と
同
じ
だ
け
、
部
分
的
権
利
能
力
と
し
て
の
規
定
と
い
う
こ
と
ば
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。

す
な
わ
ち
合
名
会
社
の
法
的
性
質
を
法
人
と
す
る
か
組
合
と
す
る
か
を
論
じ
る
こ
と
の
意
義
に
関
す
る
議
論
を
眺
め

次
に
第
二
の
問
題
、

て
み
る
。

合名会社の受けた判決の社員に及ぼす効力について(1)

既
に
述
べ
た
よ
う
に
欠
。
E
2
の
法
人
説
は
、
国
際
法
上
の
具
体
的
問
題
の
解
決
策
と
い
う
極
め
て
実
際
的
な
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
て

(
m
m
)
 

い
た
。
ま
た
同
様
に
法
人
説
を
主
張
す
る
開
口

2
5
も
訴
訟
法
上
の
問
題
の
解
決
の
た
め
の
先
決
問
題
と
し
て
合
名
会
社
を
法
人
と
性
格
e

つ

け
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
の
主
張
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
合
名
会
社

(
H
の
目
的
自
己

Mge
の
法
人
格
が
否
定
さ
れ
る
や
否
や

そ
の
構
成
員
個
人
か
ら
区
別
さ
れ
る
単
一
的
存
在
を
も
否
定
す
る
通
説
的
な
理
解
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
反
論
と
し
て
登
場
し
た
も
の
で
あ

。
叫
》

る
。
こ
の
通
説
的
理
解
は
今
日
な
お
通
用
し
て
い
る
。
し
か
し
欠
。
E
2
と
「
m
r
B
Sロ
の
論
争
に
即
し
て
み
た
よ
う
に
合
名
会
社
の
性
格

を
法
人
と
す
る
か
組
合
と
す
る
か
で
具
体
的
問
題
が
演
緯
的
に
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
論
争
の
意
味
自
体
が

疑
問
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
合
名
会
社
の
法
人
格
を
否
定
す
る
説
も
、
代
表
社
員
の
不
法
行
為
に
つ
き
、
法
人
に
関
す
る

B
G
B
三
一
条
を

(uv 

類
推
し
て
会
社
の
責
任
を
認
め
る
。
こ
の
場
合
合
名
会
社
の
法
人
格
を
否
定
す
る
こ
と
と
、
代
表
社
員
の
不
法
行
為
に
つ
き
会
社
の
責
任
を

認
め
る
こ
と
と
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
合
名
会
社
(
を
含
む
司
2
8ロ
g
m
g丘
町
n
F担
問
。

の
性
質
論
争
は
具
体
的
問
題
の
解
決
に

と
っ
て
は
意
味
を
持
た
な
い
と
の
主
張
が
行
な
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば

Z
5
n
w
は
、
合
名
会
社
の
法
人
格
の
否
定
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
適
用
に
な
る
法
規
は
、
財
産
が
い
ず
れ
に
帰
属
す
る
か
が
一
定
の
役
割
を

演
じ
、
か
つ
法
律
が
明
文
で
規
定
し
て
い
な
い
限
り
、
合
名
会
社
の
特
殊
な
関
係
を
吟
味
し
て
、
個
別
的
に
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ハ

位

)

ハ

必

)

ぃ
、
と
主
張
す
る
。
同
様
の
主
張
は
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

同ぷ
m
n
y
m『
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説

も
っ
と
も
こ
う
い
っ
た
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
性
質
論
を
重
視
す
る
傾
向
は
な
お
あ
と
を
た
た
ず
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
ヨ
ロ
g
m
に
つ

(“〉

い
て
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

論

(
1
〉
以
下
に
論
述
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
よ
柳
教
授
に
よ
る
一
連
の
業
績
が
あ
る
。
上
柳
克
郎
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
法
人
論
」
私
法
三
三
号
(
一

九
七
一
年
)
五
五
頁
以
下
、
「
法
人
論
研
究
序
説
」
法
学
論
叢
九

O
巻
四
・
五
・
六
号
(
一
九
七
二
年
〉
一
二
頁
以
下
、
「
合
名
会
社
の
法
人
性
」
商

法
保
険
法
の
諸
問
題
(
大
森
先
生
還
暦
記
念
、
一
九
七
二
年
〉
一
頁
以
下
(
上
二
者
に
つ
き
、
会
社
法
・
手
形
法
論
集
(
一
九
八

O
〉
に
所
収
)
、

「
会
社
の
社
団
性
と
法
人
性
」
商
法
の
争
点
(
一
九
七
八
年
)
二

O
頁
以
下
。
本
稿
が
こ
れ
ら
の
業
績
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

(

2

)

た
と
え
ば

z
c
o
n
y
-
b
g
m
m口宮

ι
2
0出向
g
g
z
g
L己
由
民
何
回
開
]
}
田
口
『
担
守
備
事
〉
C
2
・
0
3
C
ω
-
S
参
照
。
も
っ
と
も
の
自
由
曲
目
岳
阻
ロ
円
四
の
内

容
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
は
論
者
に
よ
り
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
合
名
会
社
非
法
人
説
1
合
名
会
社
合
手
的
共
同
体
説
と
い
う
図
式
に
対

し
て
は
疑
義
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
合
名
会
社
の
法
的
性
質
を
ど
う
見
る
か
は
、
合
名
会
社
の
起
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
の
問
題
と
深
い
か
か
わ
り

を
持
っ
て
お
り
、
合
名
会
社
の
沿
革
に
つ
い
て
は
考
え
方
が
分
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
合
名
会
社
の
起
源
に
つ
い
て
は

ω
ロ
1
7
法
の

mon-28

を
も
っ
て
合
名
会
社
の
原
型
と
す
る
説

3
2
5
5
2
F
gユ
岳
、

ωゲ
ル
マ
ン
法
の
家
族
団
体

(
3
5
5
8
m
2
5吉
田
町
宮
内
件
)
に
そ
の
起
源
を
求
め
る

説
(
の
0
8
5各
自
LHF81mw〉、

ω中
世
イ
タ
リ
ア
の
諸
都
市
に
発
達
し
た
コ
ン
パ
ニ
ア
と
い
う
企
業
団
体
が
合
名
会
社
の
起
源
で
あ
る
と
す
る
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あ
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懸
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す
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題
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あ
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法
上
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問
題
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法
人
の
国
籍
決
定
に
よ
り
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
か
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疑
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さ
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際
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法
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あ
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「
も
し
合
名
会
社
に
法
人
格
を
認
め
る
こ
と
を
ま
じ
め
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
我
々
は
た
だ
に
合
名
会
社
の
構
造
ハ
〈
R
P
Zロ
ロ
巴
が
か
な
り
の
程
度
に
定
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規
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数
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憎
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し
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ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
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個
々
の
社
員
と
会
社
と
が
、
経
済
的
に
願
わ
し
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と
い
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以
上
に
法
的
に
分
離
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
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六
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頁
参
照
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「
各
自

gロ
は
合
名
会
社

と
社
員
と
が
法
的
に
分
離
し
て
い
な
い
こ
と
の
例
証
と
し
て
、
合
名
会
社
が
動
産
(
機
械
〉
を
取
得
す
る
際
、
社
員
の
一
人
が
懇
意
で
あ
れ
ば
会
社
は

当
該
動
産
を
善
意
取
得
し
な
い
旨
を
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示
し
た
到
の
N
申
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げ
て
い
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。
(
但
し
事
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は
機
械
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同
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械
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出
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な
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買
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売
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に
あ
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あ
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。
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Uber die Wirkungen des Urtei1s gegen die offene 

Handelsgesellschaft auf die Gesellschaftern (1) 

Yasunori HONMA* 

Wirkt das UrteiI des Prozesses zwischen der OHG und ihrem 

Glaubiger auf die Gesellschaftern? 羽Tennman auch auf diese 

Frage ja antwortet， bleibt es die Frage nach dem Inhalt der Wir-

kung (Rechtskraft? Rechtskrafterstreckung? Reflexwirkung? Tat-

bestandswirkung?). Erstrecken die Verurteilung gegen die OHG 

auf die Gesellschaftern? Die Aufgabe dieses Manuskripts ist zu 

antworten auf diese Fragen. 

Bei der Erorterung der Urteilswirkungen zu Lasten Dritter in 

Japan， hat man den OHG-Fall oft aufgenommen. Aber， in Japan 

diskutiert man uber diesen Fall， ohne die rechtliche Natur der OHG 

und die Beziehung der Gesellschaftsschuld auf die Haftungsveト

bindlichkeiten der Gesellschaftern eingehend zu untersuchen. Ich 

glaube ab巴r，diese Untersuchungen sind fur die Diskussion unver-

meidlich. 

Ubrigens gibt es die Aufhaufungen der Literaturen und Recht-

sprechungen dieser Fragen kaum in Japan， dagegen gibt es viele in 

Deutschland. Uberdies das japanische Recht der OHG stammt aus 

dem deutschen. AIso ich fange dieses Studium mit der Uberblick 

der Erりrterungender deutschen Literaturen und Rechtssprechungen 

an. 

Mir scheint， das in Deutschland zwei Hauptgedankengruppe 

uber die rechtliche Natur der OHG im Gegensatz stehen. Die erste 

Gedankengruppe stellt die juristische Person der BGB司Gesellschaft

gegenuber， und behauptet das die OHG entweder die juristische Per-

* Assistent des Zivilprozesrechts， Juristische Fakultat， Hokkaido.・Univer-
sitat 
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son (Kohler， Wieland) oder die BGB・Gesellschaft(Lehmann) ist. 

Dieser lehnt die Rechtsfahigkeit der OHG ab， und jener bejaht sie. 

In dieser Gruppe gibt es auch die Mittelmeinung mit der Behaup-

tung: die OHG habe beide Naturen (Hueck). Diese Meinung nimmt 

die sogenannte relative juristische Person an. Dagegen lehnt die 

zweite Gedankengruppe die Gegegenuberstellung der juristischen 

Person als uber individuelle Wirkungseinheit und der BGB-Gesel1-

schaft ab. In dieser Gruppe versteht man unter der rechtlichen 

Natur der OHG die Gesamthand， und zwar sieht die Gesamthand als 

eine Einheit (kollektive Einheit) an (Gierke， Fabricius， Flume). 
Diese Meinungen erkennen die Rechtsfahigkeit (Teilrechtsfahigkeit) 

der OHG an. Die erste Gedanke ist die herrschende Meinung. 

Ubrigens die Bedeutung der Erorterung uber die rechtliche 

Natur der OHG liegt darin， das aus der Natur die praktische 

Losungen der konkreten Problemen abgeleitet werden. Aber neu-

estens wird die Auffassung vorherrschend， daβdie Losungen der 

Problemen nicht immer aus der Natur abgeleitet werden. (Diese 

Behauptung scheint mir wichtig fur die Interpretation der Rechte 

der japanischen OHG， deren rechtliche Natur anders als die deut-

schen herrschenden Meinung ist.) Dennoch sind die dogmatische 

Diskussion uber die Natur der OHG in Schwung in Deutschland 

(e.g. Flume). 

(Fortsetzung folgt) 
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